
将来の予測・予想・計画について
本レポートには、ソーダニッカの過去と現在の報告だけではなく、
将来に関する予測・予想・計画なども記載しています。これら予測・
予想・計画は、記述した時点で入手できた情報に基づいた仮定ない
し判断であり、これらには不確実性が含まれています。従って、将来
の事業活動の結果や将来に起こる事象が本レポートに記載した予
測・予想・計画とは異なったものとなる恐れがあります。

編集方針
ソーダニッカグループでは、事業活動や中長期的な企業価値向上
への取り組みを、株主・投資家をはじめとする幅広いステークホル
ダーの皆さまにご理解いただくことを目的に、統合報告書を発行
しております。本年度版では、当社が掲げる長期ビジョンを実現す
るための成長戦略をさらに掘り下げ、当社の「強み」をより明確に
お伝えすることを中心に編集しました。特に今回は、新たにバリュー
チェーン分析を通じて事業活動の各プロセスにおける価値創造の
源泉を可視化し、当社の競争優位性を明らかにしています。昨年度
拡充したサステナビリティやガバナンスとの連動に加え、こうした具
体的なプロセスを示すことで、透明性の高い情報発信に努めており
ます。本レポートに掲載しきれない詳細な財務情報等は当社WEB
サイトにてご確認いただけます。 今後も、統合報告書を情報発信と
対話のための重要なツールとして進化させ、ステークホルダーの皆
さまとのコミュニケーションをさらに深めてまいります。

報告対象期間　
2025年4月1日～ 2026年3月31日（2025年度）  
※�一部、2025年3月31日以前、2026年4月1日以降の取り組みについても 

報告しています。

報告対象組織　
ソーダニッカグループ

（ソーダニッカ株式会社及び国内外の関連会社6社）
※本レポート中の「グループ会社」とは、「連結子会社」を指します。

参考ガイドライン　
● GRI（Global Reporting Initiative）スタンダード
● �IFRS （International Financial Reporting Standards） 
「国際統合報告〈IR〉フレームワーク」

● 経済産業省「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス2.0」
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● �環境経営レポート　 

https://www.sodanikka.co.jp/sustainability/environmental_reports.html

● �コーポレート・ガバナンス報告書 
https://www.sodanikka.co.jp/ir/library/others_reports.html

● �サステナビリティ　https://www.sodanikka.co.jp/sustainability/

● �IR説明会資料　https://www.sodanikka.co.jp/ir/event/

● �有価証券報告書　https://www.sodanikka.co.jp/ir/library/financial_reports.html

● �株主・投資家情報（IR）　https://www.sodanikka.co.jp/ir/
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ソーダニッカグループでは2024年にマテリアリティを見直しました。
これに合わせて、企業理念や経営方針を含む理念体系の相互の関係性について改めて検討し、
図式化し体系立てて示すこととしました。
企業理念及び経営方針を基盤とし、スローガン「社会と化学のコーディネーター」を旗印とし、

「豊かで持続可能な社会」の実現を目指していきます。

ソーダニッカグループの企業理念体系

当社は2030年度までの長期ビジョンとして「Go 
forward」に取り組んでいます。当社は変化する経済・
産業構造の中で、「攻」をキーワードに前進を続け、長
期ビジョンの達成を目指します。そして、事業を通じて
安全・安心な生活に貢献し、誰もが多様な価値観を大
切にできる「豊かで持続可能な社会」を実現します。

5つのマテリアリティ 
① �持続可能で強靭なサプライチェーンの提供による

顧客企業と経済の発展
② �脱炭素・循環型社会に資する商品サービスの拡大
③ 脱炭素社会への貢献
④ 人権、多様性の尊重と人財への投資の推進
⑤ ステークホルダーから信頼される経営の強化

長期ビジョンで目指す社会を実現するために当社が
担う役割は、化学品専門商社として化学の力で社会
課題解決に貢献することと考えています。さらに、商
社という立場を生かし、取引先・地域社会といった
別々の業界同士を繋ぐことにより、新しい価値や解
決策を生みたいという思いを「コーディネーター」と
いう言葉に込めました。
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企業理念
時代を先取りする積極的経営を旨とし、信用維持
を第一に新しい価値の創造を通じて社会に貢献
し、人々の文化生活の向上に資する商品、サービ
スの提供を図る。

経営方針
明るくたくましい社風の中で、全員参加による経
営を主眼に、未来に向って繁栄する、健康で力強
い職場を建設する。

行動規範
ソーダニッカ株式会社は、事業活動を進めるにあ
たり、関連する国内外のすべての法令、ルールに則
り良識をもって行動し、公正な競争を通じて適正
な利潤を追求するとともに、地球環境保全に取組
み、広く社会に貢献するため、全社員総意の下に
行動規範を制定する。

1. 法令の遵守
2. 取引先からの信頼獲得
3. 環境への配慮
4. 株主・債権者の理解と支持
5. 働きやすい職場環境づくり
6. 社会とのコミュニケーション
7. 情報等の適正な管理
8. 政治・行政との関係
9. 反社会的勢力及び団体への対処

10. 地域社会との共生

企業理念体系図
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